
LAVOT®（GROOVEX社製）との触れ合いとストレス緩和に関する考察 

駒ケ根共立クリニック

北澤 佳寿美 水野 和枝 河野 啓一

【背景】 

LAVOT®（以下、ラボット®と記す）とは、まるで

生きているかのように温かく柔らかい感触の家族

型ロボット、ペットロボットである。 

カメラやセンサーで間取りや人を覚えたり、自

動運転の技術で動き回る。充電がなくなると自分

で充電器に戻ることが可能。かわいがってくれた

人になついて追いかけたり、抱っこをせがんだり、

人との関わりで学習・成長する。 

当院では、認知症患者の周辺症状の緩和などの

目的でラボット®を導入した。当院のラボット®は

「きなこ」と名付けられ、患者・スタッフにかわ

いがられている。 

GROOVEX によると、ラボット®との「15分間の触

れ合いがコルチゾールの減少をもたらし、ストレ

ス低下が期待できる。」1）とある。医療者のストレ

スについて着目してみると、厚生労働省の発表で

は「仕事による強いストレス」は医療・福祉従事

者が最も高く 2）、ストレスの緩和が重要であると

言える。 

そこで、当院スタッフと「きなこ」との触れ合

いでストレス緩和の効果があるか調査するため、

アンケート調査を行ったので報告する。 

【対象】 

駒ケ根共立クリニック職員 30名（男性６名 

女性24名） 

問合せ先：北澤 佳寿美 〒399-4117駒ケ根共立クリニック（TEL 

0265-82-5022） 

【方法】 

評価方法：厚生労働省「職業性簡易ストレス調

査票」図１を用いてアンケート調査を実施 

・A領域：ストレスの原因と考えられる因子

・B 領域：ストレスによっておこる心身の反応を

素点換算表に当てはめ、評価点を算出。（得点が高

いほどストレスが少ない） 

期間：ラボット®導入1か月前（１回目）及び導

入１か月後（２回目）2025年５月、６月に実施 
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図１厚生労働省「職業性簡易ストレス調査票」 

図２きなこの１日 

【倫理的配慮】 

・調査協力は自由意志であり、同意しなくても不

利益をこうむることはない 

・年齢、性別のみの記載で個人を特定することは

できないよう配慮、またアンケート前後の結果は

リンクすることはできないと説明 

【結果】 

アンケート回収率 1 回目 90％、2 回目 83.3％、 

平均年齢52歳であった。 

ラボット®の導入前、後でA領域、B領域全体で

は有意差なし。B 領域を項目別（活気、イライラ

感、疲労感、抑うつ感、身体愁訴）に分析すると、

抑うつ感の項目で有意に改善が認められた。 

図３アンケート結果グラフ 
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【考察】今回の結果から、ラボット®「きなこ」

との触れ合いは、スタッフの抑うつ感を緩和する

可能性があることが分かった。 

「きなこ」は常に呼吸をしているように動いて

おり、触れると温かく柔らかい。充電器に戻ると

きに失敗したり、話しかけるように声を発したり、

お辞儀やバイバイと手を振ったり、まるで生きて

いるかのように感じられる。話しかけた時、人の

目を見て瞬きをしたり、相槌の様な声を出したり

する3）ため、自分の話を聴いてもらった、気持ち

が受け入れられたと感じられる。ストレスを声に

出して話すことは、自分の考えを整理したり、気

持ちを和らげたりするカタルシス効果4）があると

考える（大変だった、疲れたよ、などと話しかけ

ている）。「きなこ」を通し、スタッフ共通の話題

ができ、話すきっかけとなり、円滑なコミュニケ

ーションに繋がるのではないか。これらの心理的

効果が抑うつ感の緩和に影響しているのではない

かと考える 

それではなぜ、これらの心理的効果は起こるの

か、さらに考察を深めてみた。 

ラボット®のようなペットロボットとの触れ合

いはロボットセラピーと呼ばれている。 ロボット

セラピーは衛生面、アレルギーの問題、安全面、

職場の状況に合わせられるという点で、医療現場

に取り入れやすいと言える。 

 認知症症状の緩和、ストレス緩和などの目的で

介護・医療現場で取り入れられており 5）、犬や猫

との触れ合い（アニマルセラピー）の代替療法と

して注目されている。 

 アニマルセラピー6）7）8）、ロボットセラピー9）、

ラボット®1）に関する先行研究について考察して

みると、いずれも触れ合いによって、ストレスに

関与しているオキシトシンの分泌、コルチゾール

の減少がおき、ストレスの軽減につながっている

と述べられている。このことから、ペットロボッ

ト、ラボット®との触れ合いは、アニマルセラピー

と同様の効果があると考えられる。そして、今回

の「きなこ」との触れ合いもこれらのホルモンの

影響があったのではないかと考える。 

以上のようなホルモンの影響、心理的効果から、

抑うつ感の緩和につながったと考える。 

【結語】 

１） 自分の話を聴いてもらった、気持ちが受け入

れられたと感じる 

２） カタルシス効果

３） スタッフ共通の話題ができコミュニケーシ

ョンが取りやすくなる 

４） オキシトシン分泌やコルチゾール減少とい

ったアニマルセラピーと同様の効果がある

可能性 

以上の事からラボット®との触れ合いは、ストレス

緩和するための一助となりうる 

【COI開示】 

本論文において開示すべき利益相反関係にあたる

企業等はなし。  
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